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る通信機用糠電器を用いて同様の試験を行つた所,や は り騙動用電動機の誘導作用によ り100
μV程 度の誘導記巫を生 じ全然使用に耐えなかつた.從 つてこの様1: Pt1,nt的方法によれば非常
に綿密な遮蔽を施 さねば使用に耐えない事が判明する。
 然 るに我 々の試作品を用いた所かかる現象は杢然認められなかつた.但 し壇幅器自身の有 す
る雑音亀墜が1μv程 度あつた爲,そ れ以下の所の影#ge 1・よ確かめ得 なか つたが充分使用し得 る
もの と思われる.
 我 々の試作器では以上の様に製作容易で且磁氣誘導 に劃す る考慮を杢 く必要 としないが,な
お二三注意すべ き鮎があるのでそれを次 に述べる.
 先づ断綾器自身 に於ける起電力であるが,(簡軍に使用す るには迭風機によらすロで吹いて測
定を行 う事が出來 るが)口 で吹 くと肺 その他の漁氣により断績器を構成す る金属中の異種金属
聞に電池が構成 され趙電力を生ずる事がある.之 を防 ぐには,(の 全罷を成可 く同一金属で作
る事,(b)接 鼠固所を成可 く少 くする事,(c)各 部に耐漁性の絶縁塗料を塗 る事,等 の注意に
よつて防 ぐ事が出來,叉 常 に逡風捜により乾燥した室氣を吹込んで用いれば上記の心配は全然
不要である.叉 非常に微小な電璽の増隔に使用する際は接黙の摩擦による熱起電力を考慮せね
ばならぬ場含も起 り得る.か かる物合の封策 としては鐙付材料 として使用・金厨 との蒸起電力の
小さい物を選 び,例 えば硬銅に封しCd 70%, Su 30%の 物を用い,叉 接鮎 にも金を用い る事
が望 ましい1》.
 次に安定度であるが,室 氣を途 るのに彊弱の攣化が大きい と接黒占の接漸の時間比が攣 り指示
に攣化を來す.故 に常 に一定の墜力で室氣を途 る事が必要であるこの貼 に注意すれば安定に使
用する事が出來 る.
 猫Liston氏 等によつて上記のカム式による極めて高性能の増幅器が報告せ られているが,
その驕動に電動機 を用いるとすれば既述の如 くその遮蔽が甚だ困難であ り,我 々の容易に製作
し得 ると云 う目的には副わないものである.
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     ATheoretica1 Consideration on the Adsorption Isobar.1
             門  田  憲  章         、
                 Noriaki Kadota
 2原 子氣照の吸ア1等巫線が濫度 の上昇 と共1こ一一旦低下 して極 小値 を取 り,後 上昇 して一つの
極 大値 を取 り,再 び低下 して行 くよ うな傾 向を有す るこ とは古 くか ら一般 的 に 忍め られてい る
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所 で あb,こ れについ てはvan dcr Waals吸 着 と留離吸藩 と、2種類 の吸滞 に封 す る吸着等堅
線の重畳 した もの としてH.S. Taylori)に よつて論明 されてい る.吸 落等巫線 は吸着量の濫
度 攣化で あ るの で,吸 着厭態 に封 す る統計力學的分配薗激 が分 れば近似的 に吸着'肖 励 糊 測 さ
れ る部分 について は,あ る程 度 までの正確 さで等温線 の絶 封計算が 可能 な筈℃ あ る,原 理的 に
はLangmuirの 吸茄等温式 をみちび く目的で既にFowleエ2)な どに よつて(1)式 があたえ られ
てい る.
      、皇。一・、,㎜、鍔、鵬 認 筈 ・κ/kT   (1)
 (1)式 に於 て θ:吸 着表面 の分敬,P:氣 膿 歴力, m:氣 膿分子質量, Vs(T):吸 着表 面の分
配画 数,ト9(T):氣 罷分子 の内部 自山度(振 動,廻 縛)に 封 す る分 配函 激,γ':吸 着の エネルギ
ーであ る.1・9(T)の 表式 は個 々の分 子 について次 のよ うに計算で きる.す なわち,
      b9(T)=frot fvib                        (2)
      f・・t・9e'h鐸uc 8・・(・…T)%    (・)
但 し,9e1:電 子 の 統 計 的 重 率, gnuc:核 ス ピ ン の 重 率,σ:分 子 の 封 穂 激,1:干 均 慣 性 能 率
〔こ( IxlylPt)ろで仁〕 で あ る.又
      倉・b《・…n・雫)-1     (4)
但 し,θ:Debyeめ 特性温度(=hp!k)で ある.
 次 にV、(T)で あ るが,こ れ に就 ては吸 茄駄態に どのよ うな模型 を採用 するかが問題 とな る.
もつ とも簡 軍なのは2次 元 ガスの取扱 いであ り,た とえばFowlerは2次 元 ハ ミル トニ
                
      H・嘉+嘉+U       (・)
アン(5)か ら古典的分配醜数 として(6)を あたえているが,Aな る面積の考 え方にもよるけれ共
   R・ 「}∫ ∫∫ ∫♂H/kT d…y・1'。 dl)y・…m kTA /h・(A・ 鏑 の舳 鰍)…(・)
(6)に 於 てはポテ ンシヤルUは 無 硯せ られてお り,こ の式に よれば分子歌の吸茄 と解離吸着 と
の差異はmの み とな り,從 つて後湘 こ封す る分 配函数は軍 に前者 の脇 とい うことにな る.最 近
Hilt3)は 表面 に垂 直 なZ軸 に關す る分 子 の廻蒋,及 び それ に垂 直 な面での廻縛 を考慮 した ハ
ミル ト昌ア ン(7)を 考 え,
      H=-ilt(ゆ     り    りPl十1)Sr十Pヨ)・-th(・3・講)+隔  (・)
      ・・・… 峠)12-…(γoγ)6    ・・(・)
ボテ ンシアル にLondonの 式(8)を 用いて積分bて(9)の よ うな吸 着歌態 の分配薗数 を求 めて
い る・(9)は(7)を 積 分 した も9にPitzer・Gwinn4)の 近 似 として調和振動 子に鮒 す る量子力學
的 分配醜 敏 と古典分配 函数 の比 を乗 じて ある.
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   踊 一9穿 幽・f曲 梁 竺A(43.81β ・Q(β,ho) exp(2.982β))
「 
×2π12祭 ビ「)"x?〔1-ex・(:ithlii・¥'z)〕-1〔1--exp(誹 ¢)〕一1…(2・982β)…(・)
但 し,β=a/kT, aはL(,ndonの ポテン シヤル表式か らa=u。 γ。3π}%/3で あた え られ る. v・
は干 衡距離Voに お け るボテ ンシヤルか らあtえ られ, Noは1cc中 の氣罷分 子数,2982は
L・n… 式の展購 鶴 ・・係数の鮪Q(B, ho)一 ∫麺 ∂d・1,・ ・鯛 ・∫騨 ・・f
(ukT)騙 であ… れ らの積分・・激鰍 舳 ・よつて計恥 られ・が,⑲ 式で ・・-
dr。(dは 氣艦分子 の原子核閻距離の%), h.1 =1〕oCosθ, qで α=Z/1'。(Zは 表面 と吸着分子 と
       コ
の距離)で あ る.こ の分配画数 はvan der Waals吸 着分子 に封 してはか な リモデルは精細 で
あ るが,そ れで も省表 面上 の2次 元蓮動 に封 す るボテ ンシ ヤル は無 覗 されて い る.し か しなが
ら輩 な る2次 元氣罷 の分配画激 と比較すれば遙か に完全 な もの と考 え られ る.今 これ を(1)に
代入 してTに 無 關係 の項 をKに ま とめ ると(10)に な る.
      、皇、-PKヅ 弓{1…p(hVzkT)〕-1
          ・〔1-・Xl(→'箸)〕一㌃・・(1・・'・/・T)   (1・)
この式 は 「v =oで θ/(1-・θ)→。。 とな り,T→ 。。 で θ/(1一θ)=・ とな り, v.d.iSV吸 着 が護熱
過程 で あ ると言 う熱 力學的事實 と矛盾 しない.
 次 に解離吸着で あ るが,こ の場 合は θ や ψの考慮 は必要 で な くな るが,ポ テ ンシヤル画数
U(z)に はLonzonの 式が一適用 され な くな り,む しろ1.ennard-J ones.5)等 力{採用 してい るよ
うにMorFe画 数 を用い る方が正確 に近い と考 えられ る. IIillの 結 果 との到慮上 この場合 に も
Pitzer-・Gwinn近 似 を採 用す るこ とにす る と吸着原子 の分配 画数 は(11)で あた えられ るこ とに
なる.
   R・d。・t・m-÷ ∫…o∫… 〔岩(1・罵+1の 一U・・〕/・T・・Px・一三…
                ×dpx d・…d・X蓋器ll    (11)
こ こ に,
      U・Y-D(。 如 一「:)) _2。一・C・一「・1)+÷   (12・
Uに お いてQは 吸茄熱(み かけの)Dに 氣盟の解離熱 で獲 熱 を負に とるこ とにす る.(11)を
積分 す る と,
   Fa(一 一(2禦 塗r∫ 澱 「〕鴫 謙 秘ジ・…(13)
とな り〔〕内の積 分はerf(-U/kT)1/2で あつて, dr¢ について数値積 分 で求 め られ,從 つて
{IZに つ いての積分 も数値積分で求 め られ るが,こ の場 合の積分限 界を何 庭 まで とるか につい
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    多羅問・熊田・入江・早川・森島:流 動法による活性炭へのエチレン及び炭酸ガスの吸着
ては問題 となる窯 が あるけれ ども,-ms U〈oの 領域 に止 め るのが安至 と考 えられ る.す なわ
ちU<oよ り  、
      i・_k咽1-Q鋤  (14)
が得 られ,こ れでdzに ついての積分限界が あた えられ る.吸 着原子 のxy面 上の蓮 動 に封 し
て はU max(x, y)～lkca1/molで あ る所 か ら簡軍のため無覗 したが,こ れ らを も取扱つた結果
及び實 際 の敷値 計算の結果 については次報 において報告 す る,更 に,解 離吸着の モデルに剴 し
Sherman等6)の よ うな表 面上特定 の孤立2原 子分子 を考 えるか ど うか によ り讐癒 線 の表式 は
全 ・異つて く・カ… 紺 ・・c・・爵 ・丁)頒 測 ・てい・ 躍 季一… 一… と言 殖 がど
の よ う な モ デ ル か ら あ た え られ るか に よ つ て も一 懸 の 判 定 が つ く と考 え られ る.
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        流 動法 による活性炭 への エ チ レン
        及 び炭 酸 ガスの吸着.
                
       Adsorption of Ethylene and Carbondioxide on the
       Active Carbon by the Flowmethod
     多 羅 間 公 雄 ・熊 田 誠 ・入 江 恒 夫 ・早 川 修 一 ・森 島 直 正
  Kimio Tarama, Makoto Kumada, Tsuneo Irie, Syuichi Hayakawa and Naomasa Morishima
 活性炭 に よるエチ レン及び炭酸 ガ スの吸蒲 の研究 に於 て,流 動法 を用いて吸着進行状態 を調
べた研究 は絵 りな く,吾 々は先 にガ ス朕炭化水素合成 の研究 を行 つた際,生 域 ガス捕集製置設
計 の基礎 的数値 を得 る必 要か ら本 實験 を行 つた.                      `
 先づ 乾燥 室氣 を飽和 させ た活性炭 にエチンン,炭 駿ガ スを夫 ・曜財蜀に通 じて吸着歌態 を調 べ
た.な お比較 のため静 的 方法 にて も飽和吸 着量 を求 めた.流 動法 に よる吸着進行欺態は最初 出
                   (103)
